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調剤をしていて ご質問をお寄せくだ

疑問に思ったこと， さい。要項lま41買にあり

医師または患者さんに間 む ' ます.なお，回答(;t2区箆に燭憶す
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腿照会して対応したがいまひとつ納

得できないこと，ありませんか? 留さんの銀問

に各分野の砲門家がお筈えいたします.

議煙補即剤が配属された処方せんを受け伺け

ました。次のような処方内容の蝿含，園周料

は用法ごとに算定すべきですか。それとも.1剤とし

て14日分を算定するものとして奪えるべきでしょうか。

処方1
チャンピックス錠O.5mg1錠 1日1回夕食後服用 3自分

処方2
チャンピックス錠O.5mg2錠 1日2固靭夕食後鼠周 4自分

処方3
チャンピックス錠1mg 2錠 182@朗夕食後服用 7自分

(茨塙県置名糖望)

通知により明確に規定されているわけではあ

りませんが，本会としては，このようなケー

スについては1剤14日分として計算するのが妥当であ

ると解釈しています。

内服薬の調剤料については，rI剤」およびr1斉IJlI:I
分」を所定単位とし投与日数にかかわらず，服用時

点(r朝食後，夕食後服用j，r 1日3回食後服用j，r就
寝前服用j，r6時間毎服用Jなど)ごとにI斉IJとして算

定することとされています。

しかし，ご質問のようなケースでは，単純に服用時

点ごととして整理してしまうと， ーつの医薬品を服用

する処方であるにもかかわらず， alM斉IJ料が2斉IJにも3

剤にもなってしまいます。たしかに，機械的に整理す

るのも1つの考え方かもしれませんが，残念ながら，通

知ではそのようなケースまで想定して示されているわ

けではありませんし，患者に納得されにくいというの

ファクシミリによる回答はご寄破くださ

い.また，特目撃なケースの質問は，探周され広い

こともありますのであらかじめご3最ください。

も事実でしょう。

そのため，本会としては，このような特殊なケース

については特例的に l剤とみなして考えるのが妥当で

あると解釈しています。したがって，ご質問のケース

の調剤料については， 2剤もしくは3剤と考えるので

はなく， 1剤14円分の内服薬として算定すべきでしょ

つ。

後発医襲畠への変更が不可である旨の署名が

なければ，処方せんに配属されている先発匡

襲畠(または後発医藁昂)を後発医聾晶に変更すること

は可能ですが，処方せんに記臆されている後発医襲畠

を先発置襲局に変更することも司能ですか。それとも，

後発医聾昂を先発医薬畠に愛更する揖含には，処方医

への題轟照会が必要ですか。(匿名穏望}

処方せんに記載されている後発医薬品を先発

医薬品に変更して調剤するためには，処方医

への疑義照会が必要です。

処方せんの「備考」欄に，後発医薬品(ジ.ェネリック

医薬品)への変更を不可とする旨の指示がなく(すなわ

ち，後発医薬品へ変更可能な処方せん)，患者の同意が

得られた場合には，処HI京へ疑義照会することなく，

処方せんに記載されている先発医薬品を後発医薬品に，

もしくは，処方せんに記載されている後発医薬品を別

名柄の後発医薬品に変更して調剤することができます。

ただし，これはあくまでも 「後発医薬品への変更」が

可能なので、あって，後発医薬品を先発院薬品に変更し
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て調剤することまで認められているわけで、はありませ

ん。たとえ患者の同意が得られている場合で、あったと

しても，処方せんに記載された後発医薬品を先発医薬

品に変更して調剤するためには，処方医への疑義照会

が不可欠です。誤解しないよう十分注意してください。

1固14日分を限度とする内服薬については，

年末年始や長期旅行などの事情であれば1回

30日分まで鰻与することが留められていますが，通

常1固30日分を限度とする肉服襲については，特掠な

事情であれば30日分を超えて揖与することができる

のでしょうか。(匿名指望)

通常1回30日分を投与限度とされている内服

薬または外用薬については，たとえ特殊な事

情があったとしても， 1回30日分を超えて投与するこ

とは.保険請求上，認められていません。

年末年始や長期の旅行などの特殊な事情がある場合

に.通常の限度を超えて投与することが認められてい

るのは. 1回14日分を限度とされている内服薬または
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外用薬のみで、あって，そのような場合でも 「旅程その他

の事情を考慮し，必要最小限の範囲において. 1回30

日分を限度として投与」するよう求められています(表)。

11日130日分もしくはI回90日分を限度とする内服薬

または外用薬については，たとえ特殊な事情があった

としても，保険請求上，それを超えて投与することは

一切認められていませんので，誤解しないよう注意し

てください。

表 内服薬および外用薬の投与量

内服薬及び外JfJ薬の投与長については.r保険医療機関及び保
険医療担当規則及び保険薬局及び保険薬剤師療養但当規則の

i';llを改正する省令J(平成14"F厚生労働省令第23号)により.
rr-比することができる必安期間に従ったものでなければならな
いこととし厚生労働大臣が定める内服薬及び外用薬について

は当該厚生労働大臣が定める内服薬及び外用薬ごとに1回14問
分.30日分又は90日分を限度とする」こととされたところであ
るが，長期jの旅行等特殊の事情がある場合において.必要があ

ると認められるときは. 110114日分を限度とされている内服薬
又は外用薬についても.従来どおり，旅程その他の事情を考慮

し，必要最低限の範囲において.1固30日分を限度として投与
主主差主主主ないものとするので.その扱いに遺漏古Jd:~\王玄
関係者に対し周知徹底を図られたい。

※「内服薬及び外i!L車の投ラ帝についてJ(平成14年4月4日.保医発第0404001号i


